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前書き

昨今、教育現場で教えられている内容が大きく変わろうとしています。具
体的には、これまでの、知識暗記型の教育から、知識活用型の教育へとかじ
取りが行われ、自ら問いを立て、自律的に考えることのできる人材を育成す
ることが求められています。 
これまでに、授業における教師の発問について解説した本や、児童・生徒

の質問スキルについて書かれた本がいくつか出版されています、しかし、理
論的背景と教育実践の両方が 1つの本に収まったものは実はあまり多くはあ
りません。理論に偏りすぎており、実際の授業で具体的に何をしたらよいの
か分からない本や、実践の紹介が主で理論の紹介がないため表面的にしか理
解が進まない本もあります。そこで、本書は 1つの本の中で理論と実践の両
方を扱うことにしました。

第 1部　問いに関する主な理論や歴史的背景

本書の第 1部では、理論や歴史を中心に「問い」に関する実践を 4つ紹介
しています。
「第 1 章　質問研究の意義」では、章の前半で、「質問は分かった時に初
めて生まれるものであること」や、「社会的相互作用の中でいかに「質問」
が引き出されるか」について解説しています。章の後半では、「問いが生成
されるメカニズム」について解説した後、「教師誘導型」（教師が児童生徒を
誘導して問いを持たせる）と、「自由生成型」（児童生徒が自由に問いを生成
する）の 2つの実践を紹介しています。そして、章の最後では、「これからの
質問の実践研究に向けて」と題し、「教師等学びの場をデザインする人自身
が自ら仮説を構築し、それを実践して結果を検証し、自らの現場に役立つ理



iv　

論を構築していくこと」を提案しています。
「第 2 章　予習での問いをもとに授業理解を深める」は、「予習における
質問生成」ついて興味のある方におすすめの章です。この章では、まず、「物
事の意味を理解しようとする志向が低い学習者」に「なぜ」質問を生成する
よう指導しても形式的に「なぜ」をつけるだけの表面的な問いになってしま
うことを報告しています。さらに、その対策として、予習の中で設定された
問いに対して「解答を作成させること」、自分の解答に対する「自信度を評
定させること」を行うと、学習者の注意が「問いに関連する情報に向くよう
になる」ことを報告しています。
「第 3 章　環境が授業における学習者の質問を引き出す」では、冒頭で「学
習者はなぜ質問をしないのか」と問いを立て、「教室で質問がなかなか出な
い原因」を分析しています。そして、「質問づくり」を促す介入の仕方や、「教
室で質問を引き出す方法」について具体的な事例を用いて解説しています。
さらに、「質問を思いつくか否かに学級間差があるか」を「教室の目標構造」
等の観点から分析しています。
「第 4 章　児童の問いに基づいた小学校道徳授業の展開―木下竹次と手塚

岸衛の大正自由教育の実践を踏まえて」の前半では、大正時代に「児童の問
い」を中心にした教育を行った、木下竹次と手塚岸衛の実践を当時の資料を
元に紹介しています。後半では、「泣いた赤おに」を題材に筆者らが行った、
「児童の問いに基づく授業」の手順の詳細な説明と、その結果について述べ
ています。小学校で、児童の問いに基づいた授業を行ってみたい方にぜひ読
んでいただきたい章です。

学習者の「問い」は 2つに分類できる
本書では学習において生まれる「問い」を、「知識・技能の習得」におい

て生まれる「問い」と、「探究に関わる学習」において生まれる「問い」の
2つに分けています。
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第 2部　「知識・技能の習得」における「問い」

「知識・技能の習得」において生まれる「問い」に関しては以下の 3つの
章が対応しています。
「第 5 章　批判的思考としての質問を重視した授業づくり」では、前半に
おいて「質問」と「批判的思考教育」の関係について解説しています。そし
て、後半では、この章の筆者が行った、「質問生成を通して批判的思考を育
成する実践」を 2つ紹介しています。1つ目は、教科書を予習した際の疑問
点を学生に書いてもらい、さらに講義の最後に質問を作ってもらう実践、2
つ目は、受講生によって構成された発表グループが講義テーマに関連した発
表を行い、それに対して聞き手のグループが質問を生成し、質疑応答を行う
実践です。それぞれの実践について工夫した点、実践の振り返りが丁寧に記
されています。
「第 6 章　学習で生まれる問い、学習を進める問い─協調問題解決をとお

した問いの創発」では、学習者が自ら問いを見出すことを指導者が助ける、
「問いの創発の支援」に着目しています。そして、学校外の科学教室におい
て、協調問題解決活動を柱とした授業をデザインし、実践を行い、問いの発
見・創発の実態を調べました。その結果、「教師が課題を提示し、解決させ
る」という、一見、問いの創発と矛盾するような授業において、児童生徒が
「主題に関する理解を深めると共に、次の学びにつながる問いを自分たちで
見出すことができた」ことを報告しています。
「第 7 章　授業後の質問作成を通したアクティブラーニング―留学生を対

象とした実践とその改善」では日本語・日本文化を専攻する留学生を対象
に、「歴史」の授業の中で、筆者が試行錯誤を重ねながら、学生に質問を生
成してもらう実践に取り組んでいる様子が記されています。「何回目の授業
でどのような指導を行ったか」が詳細に書かれており、日本人を対象にした
質問生成の実践にも応用可能な、読み応えのある内容となっています。 
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第 3部　「探究に関わる学習」における「問い」

「探究に関わる学習」において生まれる「問い」に関しては、3つの章が
含まれています。
「第 8 章　問いに基づく探究的な学習とその実践」では、「探究に関わる
学習」の中でも特に「課題設定」にフォーカスをあて、「問いを立てたり、
問いを明確にしたりする過程を支援する実践事例」について解説していま
す。また、筆者が公立小学校の教諭と「自由研究の質を高める」ことを目的
に夏休み前に行った 2時間の特別授業の内容が、実際に使用したワークシー
トと共に詳細に解説してあります。そのため、小学校で「問い」に基づいた
探究的な学習を実践したい方に役立つ内容となっています。　　　　　　
「第 9 章　大学での卒論・修論指導時における「問い」の役割」では、ま
ず、前半で、大学における「初年次教育とアカデミックライティングの関係」
や、「21世紀型能力と「問い」の関係」等について述べています。後半では、
卒論・修論指導において「問いの型（テンプレート）を用いた「アカデミック
ライティング」の指導」の仕方を解説しています。探究学習における「問い」
に興味のある方におすすめの章です。
「第 10 章　学会で質疑応答できる力を育成し評価する」では、内科医で
ある筆者が、医学生が学会で「質問」するための 3段階の指導法を提案して
います。第 1段階は学内の発表会における「質問振り返り表」の活用、第 2
段階は「質問評価表」の作成による質問の質評価、第 3段階が「質問振り返
り表」と「質問評価表」を用いた学会における実践です。また、筆者が開発
した「質問振り返り表」や「質問評価表」といったツールを具体的に紹介し
ており、学会における質問力の育成はもちろん、職場や学校といった場面で
の質問力育成にも応用できる充実した内容となっています。

第 4部　教師の「発問」について

本書では、教育において、教師の「発問」も学習者の「問う力」の育成に
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おいて重要であると考え、「第 4部　教師の「発問」について」には、4つ
の章を含めました。
「第 11 章　「学習者のつまずき」をもとに設計する国語授業―「深い学び」

を促す教師の発問」では、「学習者のつまずきを踏まえながら授業の流れや
発問を考えること」を提案しています。また、「なぜ」や「そもそも」といっ
たことを自ら説明できる児童生徒の育成についても触れています。さらに、
「コツを知り、体験し、自分の特徴を知るための発問」や「自分の考え方や
生活と結びつけることを促す発問」、「自分自身の言葉で内容を分かりやすく
説明することを促す発問」について、小学校国語を素材に具体的に提案して
います。「ごんぎつね」、「わらぐつの中の神様」といった、著名な題材も取
り上げられており、実践に役立つ内容となっています。
「第 12 章　わからないことがわかるための問い—授業補助者から授業者

へ」は、「分かる」とは何か、「問う」と「尋ねる」の違い等、語の定義の違
いから「問う」ことについて改めて考えることのできる章です。答えのない
問いが遍在する人生を生きていくために、問いを考えていくことの有益さに
ついて述べています。また、「誰に何を何のために問うのか」という観点か
ら「問い」を分類して解説しています、さらに、正統派の「問い」と対比す
る形で、今まで学んだ事に基づいて、その科目の範疇を超えて「考える」こ
とを目的にした「問うてみた」という、新たな「問い方」を提唱しています。
「第 13 章　考えることが楽しくなる発問」において、小学校と中学校の
元教員である筆者は、教師の発問は主体的、対話的で教科書を超えた深い学
びへと子供を誘うと考え、発問を「子供の問いを教師の発言という形で代弁
した発問」、「知識活用に関する発問」、「認知的な矛盾や見逃し等を顕在化さ
せる発問」の 3つに分け解説しています。さらに、「発問で育つ資質 ･能力」
について解説した上で、「発問作成の視点」と共に、「発問の具体例」を多く
示しており、小学校と中学校における実践にとても役立つ内容となっていま
す。
「第 14 章　児童の気づきを自らの問いに変える英語の授業デザイン」は、
小学校の英語教育において「問い」をいかに指導に生かすかに着目した章で
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す。児童が生み出す「問い」を基に、「思考力・判断力・表現力」を涵養す
るための実践を紹介しています。外国語活動のプロジェクト型学習（Project-
based learning: PBL）として、「ネームプレートを作るというアクティビティ」
を通した実践についての解説があります。また、他教科連携の例として、内
容言語統合型学習（Content and language integrated learning: CLIL）として、
「コンピュータープログラムを通した英語活動」の中で、児童の問いがどの
ように生まれ、それをどう指導に生かしていくかについて書かれています。
問いに基づいた英語の授業をどのように展開したらよいかお悩みの方におす
すめです。

第 5部　「問い」の理論と実践の整理

「終章　質問実践の意義と方法―本書各章からの示唆」では、学習者が問
いを発することに関して、 why（なぜ）、when（いつ）、how（どのように）、
what（なに）という 4つの観点から、この本に載っている章を整理していま
す。特に「学習者の問い」にフォーカスをあてているため、「学習者に問い
を作ってもらうにはどうしたらよいか」、「学習者の問いを授業の中でどう生
かしたらよいのか」等に興味がある方は、この章から読まれると各章の概要
とつながりが把握できます。

コラムについて
実際の教育現場で「質問」や「問い」を活用した実践がどのように行われ

ているかが分かるように、本書には現職の小学校、中学校、大学の教員が執
筆した 5つのコラムが含まれています。

「コラム 1　児童の問いを元にした道徳授業の展開」のコラムでは、第 4章
の著者でもある筆者が、「児童の問いを元にした授業」に込めた思いや、児
童の問いを元にすることで「予想外の展開」となった時には、「教師の思考
を児童が超えたということであるのだから、達成できなかったねらいについ
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ては別日に再度、取り上げることで担保すればよい」等、実践上の問題への
解決策として、実際に「児童の問いを元にした授業」を実践した著者が感じ
た課題について書いています。

「コラム 2　沖縄県「問いが生まれる授業」」では、児童に「問い」を持って
もらうことは「難しく考える必要はない」と述べ、小学校の校長先生がいく
つかの実践例を紹介しています。例えば、友達の考えや作品、作者の主張な
どに対して評価をする場面で「私ならこうする」と感じたとき、「なぜこう
しなかったのだろう」「なぜそうしたんだろう」と、問いが生まれる。根拠
を考えることは、「どうして～といえるのか？」と問いを発することにつな
がると述べています。

「コラム 3　生徒の問いに基づいた授業における教師の学び」では、中学校の
技術科を担当する筆者が、「ペットボトル水稲栽培」の実践の中で、土の配
合や肥料の量を生徒自身に検討させた実践について解説しています。その結
果、上手く生育しない生徒だけでなく、稲が順調に育った生徒もなぜうまく
いったのかが分からず悩み、両者の間に対話が生まれました。そこで、筆者
は「学習者の「問い」は、自身の持つ理論では解決できない課題と出会うこ
とから始まることに気が付いた」と記しています。さらにコラムには、筆者
のユニークな実践である、生徒が考え問いを生みだす「ちばふ工場の改善計
画」の実践について、授業に参加した生徒の感想文と共に、書かれています。 

「コラム 4　問いを活かした授業」では、共編者である道田が小学校の授業
を紹介しています。その授業では、図形の問題を、小グループで児童に考え
させていました。そこでは、どのように考えて立式して答えを出すかの説明
を小グループで考え、黒板に考えを書かせていました。その際に、先生から
の「ある一言」により、「児童が疑問を出す機会が保証され」、児童から問い
が出て深まる授業となりました。教員の指導の工夫により、「問いを活かし
た授業」が可能になることが伝わってくるコラムです。
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「コラム 5　授業において問い続ける生徒を育てる仕掛けづくり」のコラム
では、「単元冒頭で実験をしたり、現象やモノを見せたり、日常経験を想起
させたうえで、「単元を貫く大きな課題を教員から投げかける」ことで、生
徒の問いを引きだすことができることを述べています。また、「知識構成型
ジグソー学習」、「1枚ポートフォリオ」、「問いを発しても許される文化づく
り」等、明日の授業からでもすぐに取り入れることができる実践例が満載
で、理解以外の科目を教える教員にも参考になる内容となっています。

この本は、「問い」の研究している研究者や大学院生、教育現場で教えて
いる方を読者として想定しています。そのため、本書では学校場面に特化し
て、質問の理論と実践について解説しました。本書が「問い」を中心とした
実践の普及に貢献できましたら幸いです。

 編者代表　小山義徳
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